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との生は有意味になる。（Metz 2013: 222. なお、メッツの立場の踏み込ん











この論文が掲載されている Journal of Philosophy of Life, Special Issue: 









                                                  



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































島 2017: 549）。 
 









































































































































































































































た近代の捉え方を踏襲したい。すなわち「近代」とは、the true と the good と
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